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情報処理基礎 演習１

課題学習全般の方針

原則的に、本授業の課題学習では、 
教育上の観点から、 

ChatGPT（等LLM）による直接的なコード生成は認めません。 
ただし、エラーの意味の確認や用語の調査など、 
理解を補助する目的での利用は可とします。 

最終的には、 
自分で内容を理解した上でコードを記述してください。
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課題学習１a（自由課題）

work1a.pde
例

今回学んだ, 四角形（rect）, 円
（ellipse）, 線（line）などを使っ
て、800 x 800の画面を４等分した
それぞれの区画に、同じ顔を描画
してください。

繰り返し部分は、コードの中のコ
ピペで解決すること。（繰り返し
文を使ってはいけません）

何らかの方法で、作成した画像を
スキャンして保存し（jpg推奨）、
提出フォームからコードと共に
アップロードしてください。

ファイル名は「265xxx_名前.jpg」
等とすること（先頭に確実に学籍
番号を入れてください）。
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課題１b

work1b.pde

左のコードの続きから, 右の描画を完成させてください. 
変数はこれ以上増やさず,  繰り返し文（後で習う）の使用も禁止！！ 
コピペで解決してください。
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課題１b（ヒント）
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課題1c

work1c.pde

右の様に、work1bの
隙間をさらに異なる線
で埋めてみましょう。 

（紫色の線が新たに追
加したものです）


